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アテネミール錠 25mg 
使用上の注意変更のお知らせ 

アテネミール錠 50mg 
 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるアテネミール錠 25mg・アテネミール錠 50mg の使用上の注意を下記のとおり自

主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 

 
◆「相互作用」の項を下記のとおり改訂致します。（   部追加、   部削除） 

改 訂 後 現  行 
併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
交感神経系に対
し抑制的に作用
する他の薬剤 
レセルピン、β
遮断剤（チモ
ロール等の点
眼剤を含む）
等 

交感神経系の過剰の
抑制（徐脈、心不全等）
をきたすことがある
ので、減量するなど慎
重に投与すること。 

相互に作用（交感神
経抑制作用）を増強
させる。 

【略】 

クラスＩ抗不整
脈剤 
ジソピラミド、
プロカインア
ミド、アジマ
リン等 

クラス III抗不
整脈剤 
アミオダロン
等 

過度の心機能抑制（徐
脈、心不全等）があら
われ、心停止/洞停止
に至る可能性がある
ので、減量するなど慎
重に投与すること。 

クラスＩ抗不整脈剤
は陰性変力作用及び
陰性変時作用を有す
る。β遮断剤もカテ
コールアミンの作用
を遮断することによ
り心機能を抑制する
ため、併用により心
機能が過度に抑制さ
れる。 

麻酔剤 
セボフルラン
等 

反射性頻脈が弱まり、
低血圧のリスクが増
強することがある。ま
た、過度の心機能抑制
（徐脈、心不全等）が
あらわれ、心停止/洞
停止に至る可能性が
ある。陰性変力作用の
小さい麻酔剤を選択
すること。また、心筋
抑制作用を有する麻
酔剤との併用は出来
るだけ避けること。 

麻酔剤により低血圧
が起こると反射性の
頻脈が起こる。β遮
断剤が併用されてい
ると、反射性の頻脈
を弱め、低血圧が強
められる可能性があ
る。 
また、陰性変力作用
を有する麻酔剤で
は、相互に作用を増
強させる。 

【略】 

フィンゴリモ
ド 

フィンゴリモドの投
与開始時に本剤を併
用すると重度の徐脈
や心ブロックが認め
られることがある。 

共に徐脈や心ブロ
ックを引き起こす
おそれがある。 

 

併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
交感神経系に対
し抑制的に作用
する他の薬剤 
レセルピン等 

交感神経系の過剰の
抑制（徐脈、心不全等）
をきたすことがある
ので、減量するなど慎
重に投与すること。 

相互に作用（交感神
経抑制作用）を増強
させる。 

【略】 

クラスＩ抗不整
脈剤 
ジソピラミド、
プロカインア
ミド、アジマ
リン等 
 

過度の心機能抑制（徐
脈、心不全等）があら
われ、心停止/洞停止
に至る可能性がある
ので、減量するなど慎
重に投与すること。 

クラスＩ抗不整脈剤
は陰性変力作用及び
陰性変時作用を有す
る。β遮断剤もカテ
コールアミンの作用
を遮断することによ
り心機能を抑制する
ため、併用により心
機能が過度に抑制さ
れる。 

麻酔剤 
エーテル等 

反射性頻脈が弱まり、
低血圧のリスクが増
強することがある。ま
た、過度の心機能抑制
（徐脈、心不全等）が
あらわれ、心停止/洞
停止に至る可能性が
ある。陰性変力作用の
小さい麻酔剤を選択
すること。また、心筋
抑制作用を有する麻
酔剤との併用は出来
るだけ避けること。 

麻酔剤により低血圧
が起こると反射性の
頻脈が起こる。β遮
断剤が併用されてい
ると、反射性の頻脈
を弱め、低血圧が強
められる可能性があ
る。 
また、陰性変力作用
を有する麻酔剤で
は、相互に作用を増
強させる。 

【略】 

 

 
【記載なし】 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

 



以上 


